
な
く
せ
原
発
！

再
稼
働
は
ん
た
い
！

現
代
版
治
安
維
持
法

は 

い
ら
な
い
！

賃
上
げ
・
雇
用
の
安
定
と　

賃
上
げ
・
雇
用
の
安
定
と　

地
域
経
済
の
活
性
化
め
ざ
し

地
域
経
済
の
活
性
化
め
ざ
し

３
・
３
・
1616
大
阪
総
行
動

大
阪
総
行
動

今月のキーワード今月のキーワード
私立学校審議会

　私立学校審議会とは、私立学校法に基づき設置を義務付けられた諮問機関であり、私立学校の設置認可や廃止など一定の事項を
行う場合、あらかじめ私立学校審議会の意見を聴かなければならないこととされています。審議会委員は、10人以上20人以内で組
織され、教育に関し学識経験を有する者から任命されることになっています。大阪府では、私立学校法が施行された昭和25年に大
阪府私立学校審議会を設置しました。以前は、知事が私立学校審議会の答申を受けて、その意見を尊重しながら最終的な意思決定
（認可の可否等を判断）を行っていましたが、認可権を教育庁に移管したため教育長が判断を行います。

今月のキーワード今月のキーワード

「屈辱の日」

　1952年４月28日にサンフランシスコ講和条約が発効しました。敗戦後、連合国軍の占領下にあった日本は条約発効で独立を果た
しましたが、沖縄や奄美は日本から切り離されました。日本政府は1952年７月、米国民政府との連絡を担う那覇日本政府南方連絡
事務所（南連）を設置しましたが、沖縄の住民を「琉球住民」と定義し、沖縄在住で日本本土の国籍を持つ「日本人」とは区別し
ていました。沖縄が日本復帰するまで米施政権下にあった27年間、本土から沖縄へ基地が移転し、日本国憲法が適用されず、人権
が蹂躙（じゅうりん）されました。過重な基地負担など現在の沖縄差別の源流ともなったこの日は「屈辱の日」と呼ばれています。

おおさか自治体の仲間　2017年４月15日　第332号 ２３ 2017年４月15日　第332号　おおさか自治体の仲間

自
ら
の
仕
事
を
見
直
し

自
ら
の
仕
事
を
見
直
し

　
　

今
後
の
方
向
性
を
見
出
す

　
　

今
後
の
方
向
性
を
見
出
す

　

３
月
５
日
、
守
口
市
職
員
労
働
組
合
結

成
70
周
年
記
念
第
17
回
地
方
自
治
研
究
集

会
が
、
守
口
市
役
所
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
自
治
研
究
集
会
は
、
昨
年
の
定

期
大
会
で
、
自
ら
の
仕
事
を
見
直
す
自
治

研
集
会
の
開
催
が
提
起
さ
れ
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
集
会
に
対
す
る
想
い
を

交
流
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
①
職
場
の

「３・11おおさか大集会2017｣ に650人が参加し、
大阪市役所まで元気にパレード！　　　　　　　

パレードでは府民へ大きくアピールしました

医
療
部
会
の
仲
間
も
「
住
民
の
命
を
守
れ
」
と
パ
レ
ー
ド

大阪弁護士会のパレードではこんなデコレーションも

状
況
の
交
流
、
②
自
ら
の
仕
事
に
確
信
を

持
つ
こ
と
、
③
元
気
の
出
る
学
習
会
の
開

催
、
④
到
達
点
を
確
認
し
、
今
後
の
課
題

や
方
向
性
を
見
出
す
こ
と
、
と
い
う
４
つ

の
ポ
イ
ン
ト
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
レ
ポ
ー
ト
で
も
仕
事
内
容
、

疑
問
や
悩
み
、
ど
ん
な
仕
事
が
求
め
ら
れ

て
い
る
の
か
な
ど
職
場
の
実
態
を
報
告
し

あ
い
、
問
題
点
・
課
題
を
公
務
労
働
と
い

う
視
点
か
ら
整
理
し
、
講
師
に
助
言
を
求

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
獲
得
目
標

は
、
①
参
加
組
織
強
化
、
②
到
達
点
の
確

認
、
③「
も
り
ぐ
ち
改
革
ビ
ジ
ョ
ン（
案
）」

と
の
対
決
、
④
団
結
強
化
、
⑤
自
治
研
集

会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
、
⑥
地
城
自
治
研

の
展
望
を
追
求
し
ま
し
た
。

　

集
会
当
日
は
基
調
報
告
の
後
、
講
師
・

助
言
者
の
内
田
純
一
氏
（
高
知
大
学
地
域

協
働
学
部
教
授
）
か
ら
地
方
自
治
、
自
治

体
労
働
の
あ
り
方
、
役
割
に
つ
い
て
講
演

が
さ
れ
ま
し
た
。
職
場
か
ら
の
報
告
は
、

下
水
道
管
理
課
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業

務
課
、
生
活
福
祉
課
、
わ
か
く
さ
・
わ
か

す
ぎ
園
な
ど
か
ら
10
本
と
欲
張
っ
た
企
画

で
し
た
が
、
個
別
の
職
場
・
組
織
に
対
し

て
講
師
か
ら
簡
潔
な
講
評
を
い
た
だ
き
、

最
後
に
は
市
職
労
の
運
動
の
到
達
点
と
方

向
性
を
示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

職
場
の
つ
な
が
り
を
基
礎
に

職
場
の
つ
な
が
り
を
基
礎
に

　
　

課
題
別
自
治
研
の
開
催
も

　
　

課
題
別
自
治
研
の
開
催
も

　

今
回
、
報
告
以
外
に
レ
ポ
ー
ト
は
全
体

で
22
本
出
さ
れ
、
職
場
の
仕
事
や
運
動
の

到
達
点
の
確
認
が
で
き
ま
し
た
。

仕事や運動の到達点を確認仕事や運動の到達点を確認
団結強まり展望ひろがる団結強まり展望ひろがる
守口市職労が自治研集会を開催

カ
ジ
ノ
あ
か
ん

カ
ジ
ノ
あ
か
ん

  

３
・
３
・
2525
大
阪
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会

大
阪
集
会

人の不幸に乗った成長戦略はありえん！

　

保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
童
・
全
教
守
口

を
中
心
と
し
た
「
子
ど
も
を
守
る
守
ロ
市

民
の
会
」
の
運
動
を
拡
げ
る
展
望
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
障
害
児
施
設
や
府

職
労
守
口
保
健
所
分
会
か
ら
の
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、「
も
り
ぐ
ち
改
革
ビ
ジ
ョ
ン

（
案
）」
の
本
質
を
全
体
で
確
認
で
き
ま

し
た
し
、
役
員
の
団
結
も
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
会
に
は
青
年
部

を
は
じ
め
、
多
く
の
役
員
に
自
治
研
集
会

の
持
ち
方
・
意
義
も
含
め
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

次
回
を
展
望
し
、
担
当
者
会
議
は
続

け
、
こ
の
集
会
で
得
ら
れ
た
職
場
の
つ
な

が
り
を
土
台
と
し
て
、
課
題
ご
と
の
地
城

自
治
研
を
展
望
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

共
謀
罪
は
戦
前
の
治
安
維
持
法

の
よ
う
に
、
個
人
の
思
想
ま
で
取

り
締
ま
り
、
国
家
に
よ
る
監
視
社

会
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
13
日
に
大
阪
弁
護
士
会
の

呼
び
か
け
で
、
共
謀
罪
反
対
パ
レ

ー
ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

３
月
25
日
に
は
大
阪
自
治
労
連
婦

人
部
も
学
習
会
を
行
い
、
危
険
な

狙
い
を
多
く
の
組
合
員
に
知
ら
せ

る
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

ン
ブ
ル
依
存
症
だ
っ
た
と
い
う
女

性
が
、「
カ
ジ
ノ
が
で
き
た
ら
、

昔
の
私
の
よ
う
に
泣
く
子
ど
も
が

出
て
し
ま
う
」
と
カ
ジ
ノ
の
危
険

を
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
集
会

の
最
後
に
、「
カ
ジ
ノ
が
開
か
れ

れ
ば
依
存
症
の
問
題
は
ま
す
ま
す

深
刻
に
な
り
、
地
域
社
会
を
崩
壊

さ
せ
る
。
カ
ジ
ノ
誘
致
を
阻
止
し

よ
う
」
な
ど
と
す
る
ア
ピ
ー
ル
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
府

民
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

い
新
里
宏
二
弁
護
士
が
講
演
し
、

韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
カ
ジ

ノ
に
よ
る
借
金
が
原
因
で
自
殺
す

る
人
も
出
て
い
る
と
指
摘
し
た
上

で
、「
カ
ジ
ノ
の
も
う
け
は
負
け

た
分
の
総
体
で
、
人
の
不
幸
に
乗

っ
た
成
長
戦
略
だ
。
日
本
で
は
絶

対
に
認
め
て
は
い
け
な
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。
ま
た
、
母
親
が
ギ
ャ

　

３
月
25
日
に
、「
カ
ジ
ノ
あ
か

ん
３
・
25
大
阪
集
会
」
が
エ
ル
お

お
さ
か
で
開
催
さ
れ
、
会
場
い
っ

ぱ
い
の
８
０
０
人
を
超
え
る
参
加

者
が
集
い
ま
し
た
。

　

大
阪
府
や
大
阪
市
な
ど
が
カ
ジ

ノ
を
含
む
Ｉ
Ｒ
・
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
施
設
の
誘
致
を
進
め
る
中
、
集

会
で
は
、
カ
ジ
ノ
の
問
題
に
詳
し

　

３
月
16
日
、
２
０
１
７
国
民
春
闘

ヤ
マ
場
の
最
大
の
取
り
組
み
と
な
る

「
３
・
16
全
国
統
一
行
動
」
が
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
衛
都
連
各
単
組
は

前
日
の
春
闘
交
渉
か
ら
引
き
続
き
、

庁
舎
前
宣
伝
な
ど
で
春
闘
勝
利
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
大
阪
市
内
で
も
早

朝
宣
伝
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
デ
モ
、
総

決
起
集
会
＆
デ
モ
行
進
、
カ
ジ
ノ
誘

致
断
念
を
求
め
る
府
知
事
へ
の
個
人

請
願
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
春
闘
共
闘
に
結
集
す
る
仲
間

が
、
府
下
全
体
で
の
べ
１
万
人
以
上

行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

賃
上
げ
と
雇
用
の
安
定
、
中
小
企
業

支
援
で
景
気
回
復
・
地
域
活
性
化
を

め
ざ
し
、
２
０
１
７
年
国
民
春
闘
を

粘
り
強
く
た
た
か
っ
て
い
き
ま
す
。

　

大
阪
自
治
労
連
は
、「
健
康
で
安
心
し
て
働
き
続
け
た
い
」「
住
民
の
た
め

に
、
い
い
仕
事
が
し
た
い
」
と
い
う
自
治
体
労
働
者
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め

に
、
業
務
に
必
要
な
予
算
と
人
員
を
確
保
す
る
「
こ
ん
な
地
域
と
職
場
を
つ
く

り
た
い
運
動
」
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
自
治
体
の
役
割
、
仕
事
を

見
つ
め
直
し
て
い
く
職
場
自
治
研
活
動
も
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。


